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My-ラップ通信は、My-ラップのオーナー様と、
My-ラップ運用チームを繋ぐ架け橋です。
毎月、お届け致します。

『Ｍｙ-ラップ/オーナー』の

貴方様に

Ｍｙ-ラップ通信



- はじめに -

日頃より当社商品“SBIグローバル・ラップファンド(安定型／積極型)(愛称：My-ラップ)”を
ご愛顧頂き、ありがとうございます。

当月は9月の運用環境の背景と、コラムでは米国大統領選挙とダウ工業株30種平均
騰落率について詳しくお話し致します。

今後とも、グローバルでの投資環境、運用状況、トピックス等について説明致しますので、
末永いお付き合いを、よろしくお願い申し上げます。

平成28年10月

SBIアセットマネジメント My-ラップ運用チーム
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9月は、日銀の金融政策決定会合や米連邦公開市場委員会（FOMC）を控えて、
新たな金融緩和への期待や利上げ観測を巡る思惑により、世界的に金利が上昇する
一方、世界の株式市場は値動きの荒い展開となりました。欧米市場は、FOMCでの米利
上げ見送りを受けて、月末にかけて堅調に推移しました。

一方、日本株は、日銀の長短金利操作付き量的・質的金融緩和の導入を受けて上昇
したものの、為替相場の円高進行を受けて月末にかけては軟調な展開となりました（日経
平均株価は前月末比▲2.59％）。

今後の見通しとしては米国における大統領選の行方や年内利上げに関する動向が注目
されるでしょう。米国の9月利上げ見送りを受けて、世界の株式市場は当面、底堅く推移
すると見込まれています。
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- 9月の運用環境 -

（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間：2016年3月31日～2016年9月30日
※2016年3月31日を100として指数化
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各国の株価指数の推移



安定型 積極型

プラス寄与
 日本大型株式
 グローバル債券

 日本中小型株式
 日本大型株式

マイナス寄与
 ヘッジファンド（為替ヘッジあり）
 先進国（除く日本）大型株式
 為替（円高ドル安）

 先進国（除く日本）大型株式
 米国中小型株式
 為替（円高ドル安）
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- 9月の運用環境 -

引き続き、欧州株式市場、新興国株式市場はやや軟調に推移する可能性が高いと見てお
り、今後の運用方針としては、金利が上昇基調に転じたグローバル債券、先進国（除く
米国）債券への配分を減らすとともに、先進国（除く日本）大型株式、新興国株式、日本
中小型株式の配分を若干減少させています。

My-ラップの9月30日現在の基準価額は、安定型9,538円（前月末比▲0.58％）、
積極型9,298円（前月末比▲0.16％）と、当月は前月末比でマイナスの収益率とな
りました。

9月の上昇・下落の主な要因は以下の通りです。

今後の運用方針今後の運用方針
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米国大統領選挙とダウ工業株30種平均騰落率について

（1）大統領選の年の米国株式市場は小動き
2000年以降に米国大統領選挙のあった年のダウ工業株30種平均（ダウ平均）の年間

（1月～12月）騰落率は、2000年が▲6.2％、2004年が+3.1％、2008年が
▲33.8％、2012年が+7.3％となりました。2008年は9月にリーマンショックが起きた年で
大きく下落しましたが、この年を除く3回の平均騰落率は+1.4％となっています。2000年
以降は、リーマンショックの年を例外とすると、比較的小動きとなりました。なお、今年度の足元
までの騰落率は+4.5％（9月15日現在）となっています。

夏場から大統領選挙直前の10月末までは、不透明要因の高まりで、株式市場も調整色が
強まりますが、その後年末にかけての騰落率（10月末～12月末）は、2000年が▲1.7％、
2004年が+7.5％、2008年が▲5.9％、2012年が+0.1％となっています。リーマンショック
の年も含めた4回の平均騰落率は+0.0％となっています。次の大統領が決まっても、株式市
場は直ぐに前向きに反応するわけではなさそうです。新大統領の現実的な政策、議会運営方
針、外交の巧拙等の判断、見極めに少しの時間が必要ともいえます。

-コラム-
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※縦軸は年初を100として指数化、横軸は年初からの経過日数、2016年は9月15日までのデータを使用
（出所）Thomson Reuters Datastreamのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成

ダウ工業株30種平均 大統領選挙の年のパフォーマンス

262（日）



-コラム-
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（2）大統領選翌年の米国株式市場は概ね好パフォーマンス
2000年代は概して、大統領選翌年の株式市場は大きく上昇する傾向があります。以前は、

新大統領誕生間もない1～2年目は株式市場の動きはおとなしく、次の大統領選挙に向けて
景気刺激策、株価対策が積極的に施される3～4年目に株価が上昇しやすいとの説明もあり
ましたが、2000年以降は傾向に変化が出てきているようです。2000年以降の年間騰落率を
見ると、2001年は▲7.1％、2005年は▲0.6％、2009年は+18.8％、2013年は
+26.5％となりました。2001年はITバブルが崩壊した後、追い打ちをかけるようにNY（米国
同時多発）テロが起こり株式市場も調整色が強まりました。この年を含めても、2000年以降
4回の大統領選翌年のダウ平均の平均騰落率は+9.4％と良好なパフォーマンスを示していま
す。また、株式市場は共和党政権と相性が良いとの見方も根強くありましたが、2008年と
2012年の直近2回は、民主党のオバマ大統領の勝利翌年にダウ平均が大きく上昇したことも
注目されます。
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ダウ工業株30種平均 大統領選挙の翌年のパフォーマンス

※縦軸は年初を100として指数化、横軸は年初からの経過日数
（出所）Thomson Reuters Datastreamのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成

261（日）



-コラム-
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（3）過去の大統領候補と2016年大統領選支持率推移・今後の日程
過去の大統領候補
2000年：Ａ.ゴア vs Ｇ.ブッシュ（僅差：フロリダで法廷闘争） Ｇ.ブッシュ新大統領
2004年：Ｇ.ブッシュ vs Ｊ.ケリー （僅差：再集計の州も） Ｇ.ブッシュ再選
2008年： J.マケイン vs Ｂ.オバマ (“Change”) Ｂ.オバマ新大統領
2012年：Ｂ.オバマ vs Ｍ.ロムニー（大差） Ｂ.オバマ再選

2016年：Ｈ.クリントン vs Ｄ.トランプ ～大統領選支持率推移～

（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
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クリントン、トランプ両者の支持率は、7月に拮抗し一時トランプ氏がクリントン氏をリードする
局面もありました。しかしその後、トランプ氏の戦没者とその家族に対する失言を境に、クリントン
支持が盛り返しその後両者の差は拡大しました。依然クリントン氏が優位な状況にありますが、
クリントン氏の健康問題等も浮上しその差が再度縮んでおり、予断を許さない状況が続いてい
ます。

9月26日の第1回大統領候補討論会（テレビ討論会）は11月8日の大統領選挙に向け
ての趨勢を決めるものとして特に注目が集まりました。今後の主要なイベントとしては10月9日
の第2回テレビ討論会、10月19日の第3回テレビ討論会があります。最後まで目が離せませ
んが、 2000年や2004年のような僅差による、再集計・司法判断といった事態にならなければ、
2017年1月20日に新大統領が就任する予定です。

以上

2016/9/11

（％）



-コラム-
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（ご参考）ダウ工業株30種平均の各年度の騰落率

大統領選挙の年 特記事項 前年末 期末 年間騰落率 10月末～12月末
騰落率

2000 11,497.12 10,786.85 -6.2% -1.7%
2004 10,453.92 10,783.01 3.1% 7.5%
2008 リーマンショック 13,264.82 8,776.39 -33.8% -5.9%
2012 12,217.56 13,104.14 7.3% 0.1%
平均 - - -7.4% 0.0%

平均 (除く2008年） - - 1.4% 2.0%

2016 （～9月15日） 17,425.03 18,212.48 4.5% -

大統領選挙の翌年 特記事項 前年末 期末 年間騰落率 -
2001 NY（米国同時多発）テロ 10,786.85 10,021.50 -7.1% -
2005 10,783.01 10,717.50 -0.6% -
2009 8,776.39 10,428.05 18.8% -
2013 13,104.14 16,576.66 26.5% -
平均 9.4%

（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
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●本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全
性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。●本資料中のグラフ、数値等は作成時点の
ものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。●投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は
変動します。したがって、元本保証はありません。●投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。●ご購入の
際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。
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ファンドの関係法人

委託会社
SBIアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第311号
加入協会 ／ 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
（信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

投資顧問
（助言）

モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1106号
加入協会 ／ 一般社団法人日本投資顧問業協会

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社
（ファンド財産の保管・管理等を行います。）


